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２．令和２（2020）年度の事業計画と目標値および実績 
全国 18 歳人口* 117 万人 

石川県 18 歳人口* 11,062 人 

取組内容 2020 年度 活動計画 活動指標 

2020 年度 

目標値 

※比は 2018 年度比 

2020 年度 

実 績 
担当ＷＧ

① 教育の質向上に

向けた各大学の

資源の共有化な

らびに集中に関

すること 

 共同型 PBL 運営のための

大学間意見交換 

 単位互換のための情報収

集 

1 協定校（大学・短大・高専・大

学院）定員平均充足率[在籍

者数/収容定員数] 

1.00 

(2021.5.1) 
0.96 共同 PBL

検討 WG
 

単位互換

検討 WG

2 協定校（大学・短大・高専・大

学院）年間除籍・退学者数の

合計 

535 人 

(95%) 

(2021.3.31) 

538 人 

② 類似または異な

る専門分野の連

携による新たな

価値創造に関す

ること 

 大学間連携・企業・自治体

マッチングのための基盤整

備 

 社会実装型研究活動の推

進 

3 地元企業と協定校による受

託・共同・助成の年間合計契

約数 

80 件 

(105%) 

(2021.3.31) 

85 件 

専門連携・

産学連携

検討 WG

③ 「学都金沢」ブラ

ンドを発信し、石

川県内への進学

促進に関するこ

と 

 大学間連携体制の構築 

 大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ石川と連携

した広報活動実践 

 共有 HP の公開・情報更新

  

4 協定校（大学・短大・高専・大

学院）年間受験者数（のべ）の

合計 

26,149 人 

(105%) 

(2021.3.31) 

23,970 人 

入学者 

促進 WG

5 協定校（大学・短大・高専）県

内・県外年間入学者数の割合

県内：県外 

＝47:53 

(2021.5.1) 

51：49 

6 協定校（大学・短大・高専）入

学募集定員平均充足率[入学

者数/募集定員] 

1.00 

(2021.5.1) 
0.93 

④ 企業・地域住民

の主体的な学び

を可能とする、多

様な学習機会の

創出に関するこ

と 

 対象別の各大学の提供科

目、公開講座等の調査 

 告知、募集に関する企画

  

  

  

7 複数の協力校（大学・短大・高

専）による小中高校生向けの

公開講座等の年間開講件数

※共通設問 26 に準ずる 

2 件 

(2021.3.31) 
0 件 

小中校・

一般・企業

向け学習

支援 WG

8 複数の協力校（大学・短大・高

専）による社会人科目等履修

生登録および公開講座受講

年間のべ人数 

※共通設問 27･28 に準ずる 

科目等履修生 

63 人 

開講座受講者 

4,810 人 

（150%） 

(2021.3.31) 

科目等履修生

93 人 

開講座受講者

542 人 

⑤ 地元企業の人材

確保に関するこ

と 

 産業界との意見交換・連携

体制の構築 

 産業界のニーズ調査 

9 協定校（大学・短大・高専）の

卒業生に対する地元就職者

の割合 

[石川県内就職者数/卒業者

数] 

40%以上 

(2021.3.31) 
45％ 

地元就職

促進 WG

⑥ リスクマネジメント

に関すること  

 石川中央都市圏との連携

体制の構築 

10 リスクマネジメントにおけるリス

ク対応項目数（累積） 
10 個 

(2020.3.31) 
8 個 

リスクマネ

ジネント検

討 WG 

⑦ 共同 FD/SD に

関すること 

 教育・研究・サービス等の

情報の共有化 

11 共同 FD/SD 年間開催回数 
4 回 

(2021.3.31) 
3 回 

共同

FD/SD 

事業 WG

⑧ 共同 IR に関する

こと  

 各大学の基本データの共

有と分析 

12 共同 IR によるファクトブックの

年間報告回数 
1 回 

(2021.3.31) 
1 回 

共同 IR

事業 

WG 
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（ワーキンググループ担当一覧） 

検討・運営ＷＧ 
担当校 

（★は取りまとめ校） 

共同ＰＢＬ運営検討ＷＧ ★金城大・短大、金沢工大、国際高専 

単位互換検討ＷＧ ★金沢工大、金城大・短大、国際高専 

専門連携・産学連携研究促進ＷＧ ★星稜大・短大、金沢学院大・短大 

入学者促進ＷＧ ★北陸学院大・短大、北陸大、金沢医科大 

小中高・一般・企業向け学習支援ＷＧ ★北陸大、北陸学院大・短大、金沢医科大 

地元就職促進ＷＧ ★金沢学院大・短大、星稜大・短大 

リスクマネジメント検討ＷＧ ★金沢医科大、金沢工大 

共同ＦＤ／ＳＤ 事業ＷＧ ★幹事校（金沢工大）、全大学等 

共同ＩＲ事業ＷＧ ★幹事校（金沢工大）、全大学等 
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３

．
令

和
２

年
度

 
事

業
実

績
（

１
）

全
体

②
類
似
ま
た
は
異
な
る
専
⾨
分
野
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造
に
関
す
る
こ

③
「学
都
⾦
沢
」ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し、
⽯
川

県
内
へ
の
進
学
促
進
に
関
す
る
こと

④
企
業
・地
域
住
⺠
の
主
体
的
な
学
び
を

可
能
とす
る
、多

様
な
学
習
機
会
の
創
出
に
⑤
地
元
企
業
の
⼈
材
確
保
に
関
す
る
こと

⑥
リス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
こと

⑦
共
同
FD
/S
D
に
関
す
る
こと

⑧
共
同
IR
に
関
す
る
こと

ー
共
同
PB
L運
営
検
討
W
G

単
位
互
換
検
討
W
G

専
⾨
連
携
・産
学
連
携
研
究
促
進
W
G

⼊
学
者
促
進
W
G

⼩
中
校
・⼀
般
・企
業
向
け
学
習
⽀
援
W
G

地
元
就
職
促
進
W
G

リス
ク
マ
ネ
ジ
ネ
ン
検
討
ト
W
G

共
同
FD
/S
D
事
業
W
G

共
同
IR
事
業
W
G

幹
事
校
（
⾦
沢
⼯
業
⼤
学
）

★
⾦
城
⼤
・短
⼤

★
⾦
沢
⼯
⼤

★
星
稜
⼤
・短
⼤

★
北
陸
学
院
⼤
・短
⼤

★
北
陸
⼤

★
⾦
沢
学
院
⼤
・短
⼤

★
⾦
沢
医
科
⼤

★
幹
事
校
（
⾦
沢
⼯
⼤
）

★
幹
事
校
（
⾦
沢
⼯
⼤
）

意
思
決
定
委
員
会
・運
営
委
員
会

・企
画
調
整
委
員
会

⾦
沢
⼯
⼤
、国

際
⾼
専

⾦
城
⼤
・短
⼤
、国

際
⾼
専

⾦
沢
学
院
⼤
・短
⼤

北
陸
⼤
、⾦

沢
医
科
⼤

北
陸
学
院
⼤
・短
⼤
、⾦

沢
医
科
⼤

星
稜
⼤
・短
⼤

⾦
沢
⼯
⼤

全
⼤
学
等

全
⼤
学
等

4⽉
・(

コン
ソ

)単
位

互
換

*オ
ンラ

イン
授

業
の

み
・(

コン
ソ

)パ
ンフ

レ
ット

発
⾏

5⽉
・⼤

学
基

本
デ

ー
タの

調
査

・免
許

、資
格

等
の

調
査

6⽉ 7⽉
・R

2_
第

1回
企

画
調

整
委

員
会

（
⼤

学
等

 担
当

者
）

★
コロ

ナ
に

よ
る

受
⼊

対
応

→
中

⽌
決

定
・コ

ロナ
感

染
防

⽌
対

策
の

状
況

確
認

上
・産

学
連

携
ゼ

ミナ
ー

ル
オ

ンラ
イン

意
⾒

交
換

（
中

間
発

表
）

・(
コン

ソ
)⼤

学
紹

介
ガ

イド
ブ

ック
発

⾏

下
・R

2_
第

2回
企

画
調

整
委

員
会

（
⼤

学
等

 担
当

者
）

・Ｐ
Ｂ

Ｌ
オ

ンラ
イン

講
座

「学
都

圏
”い

し
か

わ
”創

成
〜

み
ん

な
で

考
え

る
ジ

ブ
ンの

⼤
学

〜
」

・第
１

回
FD

研
修

「Ｐ
Ｂ

Ｌ
オ

ンラ
イン

講
座

意
⾒

交
換

会
」（

＠
⾦

沢
⼯

⼤
・

オ
ンラ

イン
）

上
・(

コン
ソ

)出
張

オ
ー

プ
ンキ

ャン
パ

ス
事

業
※

9-
3⽉

中
・R

2_
第

1回
運

営
委

員
会

（
⼤

学
等

・⾃
治

体
・産

業
界

　担
当

者
）

下 上
・R

2_
第

1回
意

思
決

定
委

員
会

（
⼤

学
等

・⾃
治

体
・産

業
界

　代
表

者
）

・(
コン

ソ
)単

位
互

換
*オ

ンラ
イン

授
業

の
み

・担
当

校
間

の
打

合
せ

・I
Rデ

ー
タ集

の
ま

とめ

中 下
・令

和
２

年
度

私
⽴

⼤
学

改
⾰

総
合

⽀
援

事
業

（
タイ

プ
３

）
申

請

・第
２

回
FD

/S
D研

修
「教

学
マ

ナ
ジ

メ
ント

の
確

⽴
に

向
け

て
」（

＠
北

陸
⼤

学
・

オ
ンラ

イン
）

上
・R

2_
第

3回
企

画
調

整
委

員
会

（
⼤

学
等

 担
当

者
）

中
・⼊

学
者

デ
ー

タ分
析

調
査

下
・情

報
収

集
（

コン
ソ

久
留

⽶
SD

研
修

会
）

・遠
隔

授
業

満
⾜

度
調

査

上
・担

当
校

間
の

打
ち

合
わ

せ
 次

年
度

開
講

に
向

け
た

調
整

中 下
・ 第

３
階

FD
/S

D研
修

オ
ンラ

イン
学

習
の

⼤
学

の
現

場
」（

＠
⾦

沢
⼯

⼤
・オ

ン
ライ

ン）
・遠

隔
授

業
満

⾜
度

調
査

報
告

上 中
・R

2_
第

2回
運

営
委

員
会

（
⼤

学
等

・⾃
治

体
・産

業
界

　担
当

者
）

・各
⼤

学
の

危
機

管
理

体
制

調
査

下
・次

年
度

集
中

講
義

/オ
ンラ

イン
講

義
の

受
け

⼊
れ

に
向

け
た

調
整

・勉
強

会
（

⾦
沢

⼯
⼤

・医
科

⼤
）

・W
G打

合
せ

上
・産

学
連

携
ゼ

ミナ
ー

ル
オ

ンラ
イン

意
⾒

交
換

（
最

終
発

表
）

・就
職

状
況

ア
ンケ

ー
ト調

査

中
・デ

ー
タ分

析
報

告
・各

⼤
学

の
危

機
管

理
体

制
調

査
報

告

下
・R

2_
第

2回
意

思
決

定
委

員
会

（
⼤

学
等

・⾃
治

体
・産

業
界

　代
表

者
）

・就
職

状
況

ア
ンケ

ー
ト集

計
報

告

上
・休

講
措

置
対

応
フロ

ー
の

共
有

中 下

B
C

B
B

B
C

B
A

A

4⽉
・⼤

学
コン

ソ
（

前
期

）
単

位
互

換
・⼤

学
コン

ソ
（

パ
ン

フレ
ット

・ガ
イド

ブ
ック

）
発

⾏
5⽉

・R
3_

第
1回

企
画

調
整

委
員

会
・⼤

学
基

本
デ

ー
タの

調
査

・ 免
許

、資
格

等
の

調
査

6⽉
・R

3_
第

1回
運

営
委

員
会

・オ
ンラ

イン
シ

ンポ
ジ

ウム
7⽉

・⽂
部

科
学

省
地

域
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

シ
ンポ

ジ
ウム

参
加

・私
⼤

等
PF

単
位

互
換

協
定

締
結

（
2

校
）

・⼤
学

コ
ン

ソ
（

GA
KU

FE
S）

オ
ン

ラ
イ

ン
進

学
説

明
会

8⽉
・R

3_
第

2回
企

画
調

整
委

員
会

・オ
ンラ

イン
PB

L事
前

学
習

試
⾏

授
業

・私
⼤

等
PF

単
位

互
換

授
業

の
実

施
・オ

ンラ
イン

PB
Lコ

ンペ
⾼

校
⽣

版
・⾦

沢
市

キ
ッズ

プ
ログ

ラミ
ング

（
お

も
ち

ゃ
ハ

ック
）

9⽉
・R

3_
第

2回
運

営
委

員
会

・公
開

講
座

①
②

③
④

・⽩
⼭

市
就

職
説

明
会

連
携

調
整

10
⽉

・R
3_

第
1回

意
思

決
定

委
員

会
・⼤

学
コン

ソ
（

講
義

）
単

位
互

換
・勉

強
会

（
野

々
市

市
・市

⻑
講

演
）

・公
開

講
座

⑤
⑥

・リ
ス

クマ
ネ

ジ
メン

トF
D/

SD
研

修
・第

１
機

FD
/S

D研
修

（
リス

クマ
ネ

ジ
メン

ト）

全
体

取
組
内
容

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

活
動
評
価

（
⾃
⼰
点
検
）

9⽉ 10
⽉

11
⽉

12
⽉

W
G

①
教
育
の
質
向
上
に
向
け
た
各
⼤
学
等
の
資
源
の
共
有
化
な
ら
び
に
集
中
に
関
す

る
こと

1⽉ 2⽉ 3⽉

取
りま
とめ
校

担
当 8⽉

【Ｓ
】当

初
の

計
画

を
超

え
、⽬

標
を

上
回

る
顕

著
な

成
果

が
得

られ
て

い
る

。　
　　

 【
Ａ

】当
初

の
計

画
を

着
実

に
実

⾏
して

き
て

お
り、

⽬
標

に
対

し⼗
分

な
成

果
が

期
待

で
き

る
。　

　　
　【

Ｂ
】当

初
の

計
画

を
ほ

ぼ
実

⾏
で

き
て

い
る

が
、⼀

部
に

遅
延

、未
達

等
の

取
組

が
あ

り、
⽬

標
の

達
成

に
継

続
した

努
⼒

が
求

め
られ

る
。 

　　
　　

 【
Ｃ

】当
初

の
計

画
に

つ
い

て
半

数
以

上
の

取
組

に
つ

い
て

未
達

で
あ

り、
取

組
や

⽬
標

に
関

して
⼀

定
の

⾒
直

しが
必

要
で

あ
る

。
【Ｄ

】当
初

の
計

画
を

⼤
幅

に
下

回
って

お
り、

⽬
標

の
達

成
⾒

込
み

が
な

い
た

め
、計

画
に

関
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

①共同ＰＢＬ 運営検討ＷＧ 事業報告 

金城大学・金城大学短期大学部 

金沢工業大学・国際高等専門学校 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 定員充足率 1.00（2021/5/1） 

(2) 年間除籍・退学率 535 人（2021/5/1） 

(3) 令和３年度に向けて具体的な共同ＰＢＬ授業の策定 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 各自治体、商工会議所等へのＰＢＬ授業の説明と協力依頼 

(2) 現在各校で実施されているＰＢＬ授業の詳細及び参加の可能性の確認 

(3) 共同ＰＢＬ授業の試行 

(4) 共同ＰＢＬ授業の策定 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

今年度は新型コロナウイルス禍の下、実際に訪問したり、対面で打合せを行ったりすることが

たいへん難しい 1年であった。実際のところ、活動を狭くせざるえない状況であった。その中

で、本学が所在する白山市及び白山商工会議所を訪れ、ＰＢＬ授業について説明し、協力依頼を

行った。しかし、予定はしていたが、本プラットホームを構成している他の自治体、商工会議所

への訪問、説明ができなかった。同様に、他大学との意見交換もできなかった。 

共同ＰＢＬ授業については、金沢工業大学で、「学都圏”いしかわ”創成～みんなで考えるジブ

ンの大学～」というＰＢＬ授業をオンラインで 8月 24 日から 28 日にかけて実施した。最終日の

28 日には共同オンラインＦＤ研修として、成果発表会に他の大学の教職員、ＰＦ構成経済団体、

自治体等の方が参加した。また、金城大学短期大学部で実施している産学連携ゼミナールでは、8

月 5日の中間発表会およびその最終発表会となる 2月 10 日の金城ビジネス学会をリモートで開催

した。ここには金沢工業大学、白山商工会議所など他大学や関係経済団体、企業、自治体等から

も参加いただき、質問、コメントなどを通して、これまでの学生の学習成果を相互に確認するこ

とができた。この二つの試みは、コロナ禍ということでオンライン授業としたが、距離的に離れ

た各大学がオンラインを利用することでオンタイムの授業を行えることが実証され、今後の展開

につながった。 

こうした中で、白山商工会議所より、「地元企業への就職を推進することについて、学生目線か

らの提案を行ってほしい。」との依頼があった。地元企業の人材確保については、本ＰＦの目標の

一つでもあり、出身地、性別、学校種、専門などが異なる学生からの提案は、企業側からの目線

と異なった新しい気づきがあるものと期待できる。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：各大学、自治体、経済団体等と十分に意見交換ができず、多くの意見を聴取することがで

きなかったが、共同ＰＢＬ授業のテーマを得ることができた。また、オンラインを利用する

ことで、共同で行うＰＢＬ授業が可能であることが、明確になり、今後、具現化することが

目に見えてきた。 

 

以上 

5



 
（ワーキング別事業報告） 

 
 

 

②単位互換検討ＷＧ 事業報告 

金沢工業大学・金城大学・ 

金城大学短期大学部・国際高等専門学校 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 定員充足率 1.00（2021/5/1） 

(2) 年間除籍・退学率 95% 535 人（2021/5/1） 

→上記２事項を達成するために 

・単位互換に関するメディア発信 ２件以上 

・共同運営・単位認定・単位科目 合計４科目以上 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 他大学の科目の受講により自大学内で他大学科目として認定する「単位認定協定」の制度設

計と締結の推進 

(2) 他大学の科目を自大学の科目として読み替える「単位互換」に向けた制度設計と締結の推進] 

(3) 遠隔授業による類似科目の共同運営の調整・運営に係る事務手続き等の推進 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

令和２年度活動基本計画に基づき、他大学の科目を自大学の科目として認定する「単位認定協

定」の整備を進めていたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、相互に他大学生の入構禁止

措置を講じたため、オンラインで参加できる科目を再設定する必要となった。これに伴い、単位

認定協定に関する内容についても再検討する必要があり、継続して調整中である。 

定員充足率     1.00 （2021/5/1）    → ０．９６ 

年間除籍・退学者数 535 人（2021/5/1）  → ５３８人 

単位互換に関するメディア発信 ２件以上    → ０件 

共同運営・単位認定・単位科目 合計４科目以上 → ２科目 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｃ（当初の計画について半数以上の取組について未達であり、取組や目標に関して一定の

見直しが必要である。） 

理由：新型コロナウイルス感染拡大により、自大学の正規授業の運営対策が急務となり、担当校

それぞれが単位認定に向けた制度設計に関する業務の優先度を高めることができなかった。

そのため、当初設定した目標値を達成することが難しい状況である。また、退学者数は目標

値を上回ったが、コロナによる高校生の進学希望エリアの変化から、目標値を下回った。 

一方、単位互換については、スモールスタートではあるが、２科目の互換科目を提供す

る事ができた。メディアに取り上げられることが無く、さらに履修手続き等の事務手続きに

おいては課題があり、今後担当校間での更なる調整が必要である。 

また、新型コロナ感染拡大により、各大学のオンライン授業が急速に進んだことによ

り、大学間の距離や移動のための時間といった大きな弊害が解決する見通しが立ちそうであ

る。オンライン授業による相互の受け入れについては、双方で遠隔授業実施環境に差がある

など、科目精査・運営体制の再調整が必要となる。これを機に、各大学間のオンライン授業

の環境を整え、次年度にはオンライン・ハイブリッドでの授業で単位互換ができる環境を目

指したい。 

 

以上 
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

③専門連携・産学連携研究促進ＷＧ 事業報告 

金沢星稜大学大学・金沢星稜大学女子短期大学部 

金沢学院大学・金沢学院短期大学 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 受託・共同・助成の年間合計契約数 105％ 80 件（2021/3/31） 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 高等教育機関の共同研究事業の取りまとめと把握 

(2) 産業界、自治体との意見交換 

(3) 「住みやすさ」に関する産学官連携による社会実装型研究活動の推進 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

昨年度実施した産学官連携に関する共同研究及び連携事業等の実績調査に基づき、各大学の現

状把握と今後の当該事業推進について協議を行った。 

また、実績調査結果からも産学連携にかかる共同研究及び連携事業等の仕組みが整っている金

沢工業大学と金沢医科大学に講師をお願いし、産学官連携研究促進に向けた勉強会を開催した。 

 

〇10 月 2 日（金）実績調査に基づく現状把握と今後のＷＧ事業推進にかかる協議（オンライン） 

＜実績調査項目＞ 

(1) 産学官連携を専門的にマネジメントする学内組織について 

(2) 貴学における 2019 年度の産学連携の取組の現状（県内産業界・県外産業界） 

共同研究、奨学寄付、受託研究 

(3) 他の高等教育機関と実施している共同研究や連携事業(学学)はあるか 

共同研究、連携事業 

(4) 産業界･地方自治体と実施している共同研究や連携事業(産学官)はあるか 

共同研究、連携事業 

(5) 産業界との連携において、意見やニーズをどのように発掘しているか 

(6) 産学官連携を進めている上での課題 

 

〇1 月 22 日（金）  勉強会並びに今後のＷＧ事業推進にかかる協議（オンライン） 

＜勉強会＞ 

講師 金沢工業大学 林様、松井様 

金沢医科大学 高田様 

内容 ・各大学の取り組みやコーディネーターの働き 

・共同研究や奨学寄付あるいは受託研究などの件数獲得の秘訣 

・各大学の特色を生かした学外への発信などの手法 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：「住みやすさ」に関する産学官連携という点で、今年度は大学間の勉強会と併せ自治体又は

産業界の方々との意見交換会等を行う予定であったが、スケジュールの都合上実施できなか

った。 

令和３年度については、本ＰＦに参画されている自治体より、住みやすいまちづくりを

どのように実現しているか、また、地元地域に根ざす産業界より、産学連携研究促進に向け

てどのような連携協力ができるのかなどについて、意見交換等を実施する予定である。 

以上
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

④入学者促進ＷＧ 事業報告 

北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部 

北陸大学・金沢医科大学 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 年間受験者数（のべ）の合計 105％ 26,149 人（2021/5/1 現在） 

(2) 県内・県外年間入学者数の割合 県内：県外＝47：53（2021/5/1 現在） 

(3) 入学募集定員平均充足率 1.00（2021/5/1 現在） 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 令和２（2020）年度 大学コンソーシアム石川での共同学生募集（追認事業：広報事業・石

川県高大連携セミナー事業・出張オープンキャンパス事業・学都石川情報発信事業・文化系

芸術祭） 

(2) 私大等ＰＦ県外出身者学生アンケート検討 

(3) ＷＧ連携 

(4) 各種データ分析 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

(1) 令和２（2020）年度 大学コンソーシアム石川での共同学生募集 

→新型コロナウイルスの関係から、開催中止になった事業もある。進学説明会を対面式説明

会からオンライン説明会に変更し、実施した。 

(2) 私大等 PF 県外出身者学生アンケート検討 

→アンケート項目の検討を２月末までに実施予定であるが、遅延している。 

(3) WG 連携 

→協力・連携による本 PF の魅力発信までには至らなかった。 

(4) 各種データ分析 

→データ集計を行い、各大学へ情報共有した。更に検討を深化させ、2021 年度入学者の分析

を引き続き行っていく。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：新型コロナウイルス感染拡大に伴い、第１四半期は余儀なく活動は中止になったが、その

後徐々に再開している。一部中止や遅延もあるが、予定していた学生の出身地分析等を完了

することができた。 

一方で、今年度はコロナ渦の影響が大きいことが考えられるため、経年的な分析を継続

するとともに、更に分析を深化させていきたい。 

 

以上 

  

8



 
（ワーキング別事業報告） 

 
 

⑤小中校・一般・企業向け学習支援 WG 事業報告 

北陸大学・金沢医科大学 

北陸学院大学・短期大学部 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 複数の協力校による（大学・短大・高専）による小中高校生向けの公開講座等の開講 

→２件 

(2) 社会人科目等履修生登録及び公開講座受講年間のべ人数 

→科目等履修生登録者数 63 人（2018 年度の 150％） 

→公開講座受講年間のべ数 4,810 人（2018 年度の 150％） 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 大学間連携事業の企画運営 

(2) 複数の協力校による(大学・短大・高専)による小中高校生向けの公開講座等の企画・開講 

(3) 複数の協力校による(大学・短大・高専)による社会人科目等履修生対象の公開講座の企画・

開講 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

北陸大学にて複数大学による共同講座の素案を作成し、令和２年 12 月 21 日にオンラインにて

WG の打ち合わせを行った。打合せの結果、令和２年度については、先ずは第 1歩として「With コ

ロナ時代の健康管理」をメインテーマとして、各加盟校と連携の上、一般・社会人向けの共同講

座（４講座）をオンラインにて実施することとして、各大学等に講座提供の依頼を行ったところ

である。なお、小中高生向けの講座については、講座企画を行っているものの対面での実施が想

定されることから実施方法を含め、詳細を検討の上、次年度に実施する予定である。 

各加盟校の科目等履修生登録者数及び公開講座受講年間のべ数は、年度明け以降の集計となる

が、コロナ禍において公開講座の実施が見送られている大学等もあることから、目標数達成は難

しいと推察される。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：当初の計画に対してスケジュールが全体的に遅延している、又は未達の取組があるが、目

標達成に向けて活動を行っている。今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえな

がら、事業実施に向けて活動を活発化させていく必要があると認識している。 

 

以上 
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

⑥地元就職促進ＷＧ 事業報告 

金沢学院大学・金沢学院短期大学 

金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 現状の把握（直近２ヵ年の地元就職率・地元就職促進のための取組事例） 

(2) 産業界との意見交換・連携体制の構築 

(3) 協定校(大学・短大・高専)の卒業生に対する地元就職調査 

・令和 2 年度目標値 45％ 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 地元就職に関する協定機関へのアンケート調査の実施 

(2) 産業界のニーズ調査 

(3) 学生に対する就職アンケート調査 

(4) 各種データ分析 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

(1) 令和 2年度の活動基本計画に基づき、PF 協定校に対して「直近 2カ年の地元就職率」及び

「地元就職促進のための取り組み事例」の調査を行った。その調査結果については協定校に

報告を行った。 

(2) 産業界のニーズ調査については、アンケート項目の整理ができておらず、現段階ではニーズ

調査を実施できていない。令和 3年度には実施したいと計画している。 

(3) 学生に対する就職アンケート調査について、3月から就職活動スタート時に新型コロナウイル

スの感染が拡大しはじめ、就職アンケートの調査時期を逸することとなった。令和 3年度の

就職活動は 3月 1日に解禁となるが、現状でも WEB 面談などの状況が続いており、調査時期

は未定と言わざるを得ない。 

(4) 各種データ分析については、現状で十分なアンケート調査が収集できておらず、満足な分析

ができていない。令和 3年度も未定であるが、できる限りアンケート調査を行いたい。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｃ（当初の計画について半数以上の取り組みについて未達であり、取り組みや目標に関し

て一定の見直しが必要である。） 

理由：昨年 2月頃からの新型コロナウイルスの感染拡大により、就職活動が WEB 説明会や WEB 面

談に切り替わるなど、学生の就職を取り巻く環境が激変した。大学で行ってきた企業説明会

なども中止とせざるを得ない状況が続いている。コロナ禍の中で企業の収益環境の変化、業

務内容の見直しが考えられることから、新型コロナウイルスが概ね終息した後の企業の就職

動向を調査するなど、活動に対する一定の見直しを行う必要があると考えている。 

以上 
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

⑦リスクマネジメント検討ＷＧ 事業報告 

金沢医科大学・金沢工業大学 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) リスクマネジメントにおけるリスク対応項目数（累積） 10 個 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 「石川中央都市圏ビジョン(改訂版)」に掲載されている災害対策と本 PF 連携校との具体

的な連携を図るため、災害や防災等に関するマネジメント・活動指針の作成を目指す。 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

・各連携校への照会を踏まえた「危機的事象の分類表」（修正版）を共有した。 

・自治体と連携した災害・防災訓練実施等に向けた学内検討を行った結果、コロナ禍等の事情

により今年度は学内実施に留めることとした。 

・各連携校が保持する災害や防災、新興感染症等に関する活動指針の共有可否等調査を行い、

取りまとめを共有資料とした。 

・「災害時における大学職員の役割」（高等教育コンソーシアム久留米 SD 研修会）に参加し、本

WG として各連携校へ資料共有及び概要報告した。その結果、有事の際に大学が果たすべき役

割機能が重要であることが共通認識となった。 

・「休校措置対応マニュアル（各大学活用版）」、「授業中大地震初動対応マニュアル（各大学活

用版）」を共有し、各大学の事情に合わせて活用できるよう促した。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：自治体と連携した災害・防災訓練の実施及び当該 FD/SD に係る見学会の開催に向けて検討

したものの、実現には至らなかった。それに代わる事例紹介等として、SD 研修会の参加報

告を実施した。 

また、今年度は災害や防災等に関する活動指針（案）の作成が計画されているが、各大

学の事情等により扱いが困難となることが予測される。このため、「休校措置対応マニュア

ル」等の個別状況を想定した対応マニュアルを積み上げていくことで、不測の事態に強い体

制の確保を図る方向で調整を開始した。 

なお、新型感染症の動向が未だ読めない部分もあるが、次年度は小規模なりとも自治体

と連携した災害・防災訓練の実現に向けて検討したい。 

 

以 上 
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

⑧共同ＦＤ/ＳＤ事業ＷＧ 事業報告 

金沢工業大学・ 全大学等 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) FD/SD 研修の実施 4 回 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 各大学からのニーズに合わせた FD/SD 研修を企画（PF 校以外へのオープンな研修会） 

(2) テーマ：PBL、データサイエンス基礎、遠隔授業運営、その他 

(3) 研修後のアンケートの統一 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

(1) FD/SD 研修の実施 3 回 

回 日にち 区分 テーマ 場所 人数 

１ 8 月 26 日 FD 次々世代の PBL 研究発表意見交換 Zoom（金沢工大） 87 

２ 10 月 16 日 FD 教学マネジメントの確立に向けて 

-山形大学における IR/IE の取組から-

Zoom（北陸大学） 23 

３ 12 月 22 日 FD オンライン学習の大学の現場 

① （北陸大学） 

北陸大学におけるオンライン教育の取り

組み 

② （金沢医科大学） 

コロナ禍中の学生指導：金沢医科大学第

一学年の取り組み 

③ （金沢星稜大学・短期大学部） 

コロナ禍のオンライン国際交流 －海外

に行けない今だからこそできること－ 

④ （金沢工業大学） 

コロナ禍における反転授業の事例紹介 

－シニア TA・シニア SA・臨時チュータに

よるアクティブラーニングの実践－ 

Zoom（金沢工大） 

YouTube 限定配信 

97 

のべ 405

 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、オンラインによる FD/SD を実施した。教育の現場では、

オンラインによる授業運営や学生支援方法における課題が山積し、他大学の取り組みや意見交換

を求める声が多かった。また、教育現場においても DX が求められており、データを活用した授業

改善（IR/IE）についても興味関心があることがうかがえた。 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ｂ（当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成

に継続した努力が求められる。） 

理由：新型コロナウイルス感染拡大に伴い、オンラインによるイベントの実施が可能となった。

これにより研修に参加しやすい環境になった。今年度のテーマは比較的興味深い内容が多

く、参加者は多かった。予定よりも実施回数が少なかったが、大学間の情報交換を楽しみに

している声が多く聞かれており、次年度も継続して、現場の教職員の興味深いテーマで実施

していきたい。 

 

以上 
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（ワーキング別事業報告） 

 
 

⑨共同ＩＲ事業ＷＧ 事業報告 

金沢工業大学・ 全大学等 

 

１．令和２年度の活動目標 

(1) 学都金沢ブランド力向上に向けた本 PF 内の大学等のデータ分析 

(2) データを活用した事業改善提案 

 

２．令和２年度の活動計画 

(1) 各大学の基本データの調査 

(2) 教学データの項目検討・調査 

(3) 遠隔授業の満足度調査 

(4) その他 

 

３．令和２年度 事業実績・活動結果 

本年度は基本データ集（①）に加え、②～④に関する情報を取りまとめた。特に③④について

は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、情報共有を行うことができ、各大学が他大学の好事例

を参考に教学運営を行うことができた。 

①令和２年度私大等 PF 基本データ集の取りまとめ（大学基本データの調査・分析）（５月） 

②各大学等の教員免許・各種資格の調査、大学ランキング（朝日新聞社出版）の調査・分析

（５月） 

③新型コロナウイルス感染防止対策の状況（７月） 

※企画調整委員会メンバーの座談会（12/10,1/25,2/10）においても、コロナへの対応策や

学事運営 

④遠隔授業の満足度調査（１１月） 

 

４．事業評価（自己評価） 

評価：Ａ（当初の計画を着実に実行してきており、目標に対し十分な成果が期待できる。 

理由：５月１日の大学基本情報の他に各大学の教員免許・各種資格の調査、大学ランキングの状

況を取りまとめた。また、遠隔授業の満足度ならびに各大学のコロナ対応に関する情報をま

とめることができた。教学データに関しては、今後共同 PBL や単位互換の推進と共に調査を

行うことができるので、関係 WG と調整しならが検討したい。 

 

以上 
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４．IR データ（抜粋） 

（１）入学者状況（2021 年度入学者数：令和 3 年 5 月 1 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）就職状況（2020 年度終了時：令和 3 年 3 月 31 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（私大等 PF 協力校の合計：令和 3 年 3 月 31 日または 5 月 31 日時点） 

 項目 2020 年度実績 

１ 受託・共同・助成契約数（対象：石川中央都市圏内） 85 件 

２ 2021 年度入試 受験者数（のべ） 23,970 人 

３ 科目等履修生登録者数（学部卒以上・その他） 93 人（66 人・27 人） 

４ 公開講座受講者数（のべ） 542 人 

 

（４）遠隔授業について（令和 2 年度の後期等の授業実績（9 月～11 月 30 日の状況）） 

① 後学期授業開講中の実態形態      ②対面授業・遠隔授業を併用する割合 
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計
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。
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。
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の
「

住
み

や
す

さ
」
ラ

ン
キ

ン
グ

の
向

上
 

（
取

組
１

）
教

育
の

質
向

上
に

向
け

た
各

大
学

等
の

資
源

の
共

有
化

な
ら

び
に
集
中
に
関
す
る
こ
と
 

（
取
組
１
の
活
動
指
標
）
 

・
在
学
生
の
定
員
充
足
率
 

・
年
間
除
籍
・
退
学
者
数
 

（
取

組
１
の

活
動

実
績

）
 

年
間

除
籍

・
退

学
者

数
は

昨
年

度
よ

り
減

少
し

目
標

に
達

し
た

が
、
在
学
生
の
定
員
充
足
率
は

0
.
9
6
と
目
標
値
の
１

に
達

す
る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

【
共

同
PB
L
運
用

】
 

・
 2
0
1
9
年

度
か
ら

継
続

し
て

議
論

し
て

き
た

共
同

PB
L
の

試
行

授
業
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
実

施
し

た
。
 

【
単

位
互
換

運
用

】
 

・
 2
0
2
1
年

8
月
モ
デ
ル
校
に
て

1
科
目
ず
つ
提
供
科
目
を

提
供

し
合
い

単
位

互
換

を
実

施
し

た
。
 

・
 手

続
き

の
簡

素
化

、
遠

隔
通

信
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

運
営

を
引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

。
 

Ｂ
 

（
取

組
２

）
類

似
ま

た
は

異
な

る
専

門
分

野
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

価
値

創
造
に
関
す
る
こ
と
 

（
取
組
２
の
活
動
指
標
）
 

・
地
元
企
業
と
大
学
等
の
受
託
、
共

同
、
助
成
契
約
数
 

（
取

組
２
の

活
動

実
績

）
 

受
託
、
共
同
研
究
契
約
数
は
目
標
の

8
0
件
を
超
え
、
８
５

件
で

あ
っ
た

。
 

 
P
F

の
２

校
か

ら
産

学
連

携
の

取
組

に
関

す
る

事
例

紹
介

（
勉

強
会

）
を

開
催

し
た

。
 

 
次

年
度

に
、
自
治

体
の

長
に

よ
る

ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
講

演
を
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。
 

 
産

業
界

と
連

携
に

つ
い

て
は

次
年

度
に

意
見

交
換

を
行

う
。
 

Ｂ
 

（
取

組
３
）「

学
都
金
沢
」
ブ
ラ
ン

ド
を

発
信

し
、

石
川

県
内

へ
の

進
学

促
進
に
関
す
る
こ
と
 

（
取
組
３
の
活
動
指
標
）
 

・
受
験
者
数
 

・
県
内
・
県
外
の
入
学
割
合
 

・
入
学
定
員
充
足
率
 

（
取

組
３
の

活
動

実
績

）
 

受
験
者
数
は
約

2
0
0
0
人
不
足
、
入
学
者
は
県
内
＞
県
外
、

入
学

定
員

充
足
率

は
0.

93
と

目
標

に
達

す
る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
コ

ロ
ナ

に
よ

る
予

測
不

可
の

影
響

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

 
 

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
の
作
成
、
出
張

ｵ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾝ
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｽ
に
よ
る
合
同

学
校

説
明
会

は
、
対

面
式
か

ら
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

活
動

と
な

っ
た
。
 

 
県

外
出

身
者

ア
ン

ケ
ー

ト
が

未
着

で
あ

る
。
 

 
入

学
者

に
関

す
る

デ
ー

タ
分

析
を

行
い

共
有

し
た

。
 

Ｂ
 

（
取

組
４
）
企
業
・
地
域
住
民
の
主

体
的

な
学

び
を

可
能

と
す

る
、

多
様

な
学

習
機

会
の

創
出

に
関

す
る

こ
と
 

（
取
組
４
の
活
動
指
標
）
 

・
小
中
高
校
生
向
け
公
開
講
座
 

・
社

会
人

科
目

等
履

修
生

登
録

者
数
お
よ
び
公
開
講
座
受
講
人
数

（
取

組
４
の

活
動

実
績

）
 

講
座
開
講
数

0
回
、
科
目
等
履
修
生
数

9
3
名
、
公
開
講
座

受
講
者
数

5
4
2
人
で
あ
り
、
共
に
目
標
に
達
す
る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た

。
コ

ロ
ナ

に
よ

る
予

測
不

可
の

影
響

が
あ

Ｂ
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っ
た

と
思
わ

れ
る

。
 

 
公

開
講

座
の

テ
ー

マ
を
「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
の
健
康
管

理
」

と
し
、

次
年

度
の

開
講

に
向

け
て

各
校

調
整

を
図

っ
て

い
る
。
 

 
小

中
高

向
け

の
共

同
講

座
開

講
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

 
 

公
開

講
座
。

科
目

等
履

修
生

は
、

コ
ロ
ナ

感
染
拡

大
の

影
響

を
受
け

、
受

講
者

数
が

減
少

し
た

。
 

（
取

組
５

）
地

元
企

業
の

人
材

確
保

に
関
す
る
こ
と
 

（
活
動
５
の
活
動
指
標
）
 

・
地
元
就
職
率
 

 

（
取

組
５
の

活
動

実
績

）
 

地
元
就
職
率
は
目
標
の

4
0
%
を
超
え
、
4
5
%
と
な
っ
た
。
 

 
各

大
学

の
就

職
支

援
状

況
を

確
認

す
る

調
査

し
た

。
 

 
産

業
界

、
学

生
向

け
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

が
で
き

な
か

っ
た

。
 

Ｃ
 

（
取

組
６

）
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関
す
る
こ
と
 

（
活
動
６
の
活
動
指
標
）
 

・
域
内
の
リ
ス
ク
対
応
項
目
数
 

（
取

組
６
の

活
動

実
績

）
 

目
標

と
す
る

10
個

の
対

応
は
で

き
ず
、
8
個
に

留
ま

っ
た

。
 

各
大

学
等
の

リ
ス

ク
対

応
項

目
を

修
正

し
た

。
 

 
自

治
体

と
の

合
同

防
災

訓
練

の
調

整
は

コ
ロ

ナ
対

応
の

観
点

か
ら

取
り

や
め

た
。
 

 
災

害
や

防
災

等
に

関
す

る
活

動
指

針
（
案
）

作
成

に
向

け
て

、
ま
ず

大
学

間
で
「
初

動
対

応
フ

ロ
ー

」「
休

校
措

置
対

応
フ
ロ

ー
」

の
共

有
を

お
こ

な
っ

た
。
 

Ｂ
 

（
取

組
７

）
共

同
Ｆ

Ｄ
／

Ｓ
Ｄ

に
関

す
る
こ
と
 

・
年
間
開
催
回
数
 

（
取

組
７
の

活
動

実
績

）
 

目
標

の
4
回

は
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

 
Ｆ
Ｄ
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
研
修
を

8
月
・
1
0
月
・
12

月
の

3
回

実
施

し
た
。
 

Ｂ
 

（
取

組
８

）
共

同
Ｉ

Ｒ
に

関
す

る
こ

と
 

・
フ

ァ
ク

ト
ブ

ッ
ク

の
年

間
発

行
回
数
 

（
取

組
８
の

活
動

実
績

）
 

各
大

学
の

情
報

を
収

集
し

、
9
月

に
発

行
す

る
こ

と
が

で
き
た

。
 

 
各

大
学

の
基

本
情

報
（

在
籍

者
数
・
出

身
・
除
籍

退
学
・

受
験

者
数
・

就
職

状
況

・
産

学
連

携
・

公
開

講
座

等
）

を
ま

と
め
、

デ
ー

タ
集

と
し

て
発

行
し

た
。

ま
た

コ
ロ

ナ
の

対
策

に
関

す
る

授
業

の
実

施
状

況
を

取
り

ま
と

め
、
F
D
研
修
会
で
共
有
を
図
っ
た
。
 

Ａ
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■参加大学等一覧 

大学等名 住所 担当部署 

金沢医科大学 〒920-0265  

石川県河北郡内灘町大学 1丁目 1番地

学事部 

076-286-2211（内線 2411）

金沢学院大学 〒920-1392  

石川県金沢市末町 10 

財務部 

076-229-8817 

金沢学院短期大学 〒920-1392  

石川県金沢市末町 10 

財務部 

076-229-8817 

金沢工業大学 

（2020･2021 年度 幹事校） 

〒921-8501 

石川県野々市市扇が丘 7-1 

共創教育推進室 

076-294-6740 

金沢星稜大学 〒920-8620 

石川県金沢市御所町丑 10 番地 1 

事務局 

076-253-3924 

金沢星稜大学女子短期大学部 〒920-8620 

石川県金沢市御所町丑 10 番地 1 

事務局 

076-253-3924 

金城大学 〒924-8511  

石川県白山市笠間町 1200 

総務企画部 

076-225-3442 

金城大学短期大学部 〒924-8511  

石川県白山市笠間町 1200 

総務企画部 

076-225-3442 

国際高等専門学校 〒921-8601  

石川県金沢市久安 2-270 

事務局 

076-248-1080 

北陸学院大学 〒920-1396  

石川県金沢市三小牛町イ 11 番地 

総合政策課 

076-280-3858 

北陸学院大学短期大学部 〒920-1396  

石川県金沢市三小牛町イ 11 番地 

総合政策課 

076-280-3858 

北陸大学 〒920-1154  

石川県金沢市太陽が丘１-１ 

産学官・地域連携推進部 

076-229-1161 

 

■協力自治体 

自治体名 住所 担当部署 

金沢市 〒920-0962  

石川県金沢市広坂 1-1−1 

都市政策局企画調整課 

白山市 〒924-8688  

石川県白山市倉光二丁目 1番地 

企画振興部協働推進課 

野々市市 〒921-8510  

石川県野々市市三納１丁目１番地 

企画振興部企画課 

内灘町 〒920-0292 石川県河北郡内灘町字

大学 1丁目 2番地 1 

都市整備部企画課 

 

■協力産業界 

団体・企業名等 住所 会員数 

金沢商工会議所 〒920-0918  

石川県金沢市尾山町 9番 13 号 
5685 社 

白山商工会議所 〒924-0871  

石川県白山市西新町 159-2 
1616 社 

野々市市商工会 〒921-8821  

石川県野々市市白山町 8-16 
19 社 

一般財団法人北陸産業活性化セ

ンター 

〒920-0981  

石川県金沢市片町二丁目 2番 15 号 
42 社 
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